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JALグループでは、すべてのお客さまに安心して快適な旅行をお楽しみいただけるよう、ユニバー

サルデザインを基本にお客さま視点に立った商品・サービスの開発と提供を進めています。 

その取組みの一環として、お年寄りやお手伝いのご入用なお客さまにより信頼していただけるサー

ビスを提供するために、JALが就航している国内42空港に「サービス介助士」有資格者290名を配置し

ました。 

 

「サービス介助士」はNPO法人「日本ケアフィットサービス協会」が認定する資格ですが、JALは同

協会と業務提携をし、2006年1月より全国の空港スタッフを対象に資格取得に向けた教育を開始しま

した。 

これまでに290名の空港スタッフが、協会主催の通信教育と2日間の実技教習を修了し「サービス

介助士2級」の検定に合格、各空港に配置されています。 

各空港の「サービス介助士」はJALオリジナルの「サービス介助士バッジ」を着用して、お客さまにも

認知していただきながら、資格を活かしたサービスの提供に努めています。 

また今後は、サービス介助士が中心となり、資格を持たない空港スタッフにサービス介助の理念や

介助技術などを教える、JAL独自の教育を展開していきます。 

 

JALはこれからも“安心とこだわりの品質で、世界を結ぶ「日本の翼」”を目指し、お客さまに快適な

空の旅をお届けできるよう、ユニバーサルデザインに基づいた取組みを推進してまいります。 

 

＜「サービス介助士」資格について＞ 

・資格内容 ：お年寄りや障がいをお持ちの方が、移動や施設利用される際に必要なサービス介助

に関する知識や技術、またおもてなしの心を習得するものです。 

・認定機関 ：NPO法人 日本ケアフィットサービス協会 （URL:http://www.carefit.org/） 

・プログラム ：サービス介助の基本理念、接遇・介助技術などの知識についての通信教育課程より

学習し、実際のサービス介助技術について2日間の実技教習を受講した後、検定に合

格した者が資格認定されます。 

 

※JALグループでは、日本トランスオーシャン航空（JTA）が既に2004年10月より「サービス介助士」 

配置の取組みを開始しております。 

 

 添付：空港別サービス介助士有資格者数 

http://www.carefit.org/


【添付】

2007.2.1 現在

旭川 2

女満別 2

釧路 2

帯広 2

札幌（新千歳） 15

函館 3

青森 3

三沢 2

いわて花巻 2

秋田 3

仙台 3

山形 2

福島 4

成田 32

羽田 41

新潟 3

南紀白浜 2

小松 3

信州まつもと 2

名古屋（中部） 19

名古屋（小牧） 3

大阪（伊丹） 20

大阪（神戸） 9

大阪（関西） 30

岡山 3

広島 2

山口宇部 2

出雲 3

徳島 3

高松 2

松山 2

高知 3

北九州 3

福岡 25

大分 3

長崎 2

熊本 3

宮崎 3

鹿児島 6

奄美大島 2

徳之島 2

沖縄 12

合計 290

空港名 合計
人数

空港別サービス介助士有資格者数

*上記以外に本社管理部門の11人が有資格者

＜JALサービス介助士バッジ＞

＜実技講習風景＞


